A Study on Various Hon Ryoshus (本領主) as the Cultivators of Wasteland and Precondition for the Development of Zaichi Ryoshu (在地領主). by 奥野, 義雄
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
奧
野
義
雄
は
じ
め
に
本
領
主
に
つ
い
て
は
そ
の
用
語
か
ら
論
及
し
て
、
開
発
領
主
お
よ
び
根
本
領
主
と
呼
称
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
、
併
せ
て
こ
の
論
　よ
稿
を
基
盤
に
本
領
主
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
も
論
究
し
て
い
る
が
、
「本
領
主
」
の
階
層
を
語
る
に
は
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
史
料
上
に
み
え
る
名
主
あ
る
い
は
名
主
職
と
本
領
主
と
の
か
か
わ
り
で
あ
り
、
村
落
あ
る
い
は
保
と
関
連
す
る
存
在
で
あ
る
。
た
だ
、
断
片
的
な
史
料
の
抽
出
に
よ
る
本
領
主
と
名
主
あ
る
い
は
名
主
職
、
ま
た
本
領
主
と
村
落
あ
る
い
は
保
と
の
か
か
わ
り
を
認
識
し
た
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
実
態
と
し
て
本
領
主
と
呼
称
す
る
(呼
称
さ
れ
る
)
諸
層
が
あ
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
苑
・
1j1　
;
換
え
る
な
ら
ば
、
石
母
田
正
氏
が
卓
越
し
た
在
地
領
主
の
諸
層
を
提
示
し
た
よ
う
に
「本
領
主
」
に
も
諸
階
層
の
形
態
が
存
在
し
て
い
る
も
の
か
、
否
か
を
判
断
し
き
れ
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
石
母
田
氏
が
提
示
し
た
在
地
領
主
の
諸
層
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は第
一
に
田
堵
・
名
主
的
な
層
で
あ
る
。
(中
略
)
。
必
要
が
あ
れ
ば
田
堵
・
名
主
的
地
主
層
と
も
呼
び
た
い
。
第
二
は
所
領
の
規
模
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
七
一
一
七
二
も
地
主
層
よ
り
広
く
、
(中
略
)
、
百
姓
の
現
物
所
当
お
よ
び
徭
役
労
働
を
収
取
の
基
礎
と
し
て
い
る
階
層
で
あ
る
。
(中
略
)
。
そ
の
系
譜
の
有
力
な
一
つ
は
、
中
世
文
書
の
い
わ
ゆ
る
「根
本
領
主
」
ま
た
は
「開
発
領
主
」
と
呼
ば
れ
た
階
層
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
(中
略
)。
必
要
が
あ
れ
ば
地
頭
的
領
主
層
と
呼
び
た
い
。
第
三
は
郷
保
・
村
落
の
領
主
で
は
な
く
、
広
大
な
地
域
を
支
配
す
る
階
層
で
、
そ
の
所
領
は
一
国
ま
た
は
二
・
三
箇
国
に
も
ま
た
が
り
得
る
。
(中
略
)。
こ
の
階
層
は
、
適
切
で
は
な
い
が
、
豪
族
的
領
主
と
呼
ん
で
第
二
の
領
主
層
か
ら
区
別
し
た
い
。
　ヨ
　
と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
あ
り
(傍
点
-
奧
野
)
、
長
文
に
亙
っ
た
が
、
石
母
田
氏
の
領
主
階
級
ー
地
頭
的
領
主
と
豪
族
的
領
主
な
ど
を
総
括
し
た
階
層
1
の
認
識
が
窺
え
る
。
こ
の
石
母
田
氏
の
領
主
層
の
類
型
に
は
、
論
及
(記
載
)
部
分
に
か
ぎ
る
と
、
第
二
の
領
主
層
に
位
置
付
け
て
い
る
「根
本
領
主
」
「開
発
領
主
」
は
〈本
領
主
〉
の
別
称
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
提
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
こ
と
と
、
断
片
的
に
拾
い
出
し
た
名
主
・
名
主
職
と
本
領
主
の
関
連
に
よ
る
と
、
「領
主
階
級
」
の
範
躊
外
の
田
堵
・
名
主
的
地
主
層
も
、
「領
主
階
級
」
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
さ
ら
に
、
律
令
制
官
僚
を
基
盤
と
し
た
豪
族
的
領
主
を
、
国
司
・
郡
司
身
分
と
す
る
な
ら
せ
ば
、
特
に
郡
司
身
分
も
〈本
領
主
〉
と
称
し
て
い
た
あ
る
い
は
称
さ
れ
て
い
た
事
象
か
ら
す
る
と
、
「豪
族
的
」
本
領
主
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
〈本
領
主
〉
に
視
点
を
当
て
て
再
確
認
す
る
な
ら
ば
、
石
母
田
氏
の
領
主
層
の
類
型
論
に
は
問
題
視
す
べ
き
諸
点
が
あ
る
と
い
え
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
直
接
的
に
石
母
田
氏
の
在
地
領
主
制
お
よ
び
在
地
領
主
層
の
論
及
に
対
し
て
批
判
的
な
言
及
を
お
こ
な
う
意
図
は
な
い
が
、
　　
　
本
領
主
の
身
分
を
基
盤
に
預
所
職
・
下
司
職
・
公
文
職
・
地
頭
職
な
ど
の
「職
」
付
帯
者
と
な
る
事
象
は
別
稿
で
論
及
し
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
「本
領
主
」
云
々
と
明
示
す
る
史
料
を
見
る
限
り
、
本
領
主
の
階
層
に
は
郡
司
な
ど
の
国
衙
官
僚
お
よ
び
預
所
・
下
司
・
公
文
・
地
頭
の
身
分
の
も
の
が
存
在
し
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
本
領
主
層
の
諸
相
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
存
在
形
態
で
有
っ
た
の
か
を
次
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
註(
1
)
奥
野
義
雄
「領
主
制
論
の
前
提
と
し
て
の
『領
主
』
用
語
を
め
ぐ
っ
て
i
荘
園
史
料
に
現
わ
れ
る
『領
主
』
用
語
の
実
態
と
存
在
形
態
に
よ
せ
て
i
」
(佛
教
大
學
史
学
会
刊
『鷹
陵
史
学
』
第
二
五
号
所
収
)
(
2
)
奥
野
義
雄
「荘
園
史
料
か
ら
み
た
領
主
制
を
め
ぐ
っ
て
1
荘
園
制
下
の
「領
主
」
「本
領
主
」
の
諸
相
と
二
つ
の
領
主
制
支
配
の
道
l
L
(佛
教
大
学
史
学
会
刊
『鷹
陵
史
学
』
第
二
六
号
所
収
)
(
3
)
石
母
田
正
「領
主
制
の
基
礎
構
造
」
(『古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
所
収
)
在
地
領
主
制
に
つ
い
て
の
石
母
田
氏
の
論
稿
と
し
て
、
「領
主
制
の
区
分
と
構
造
に
つ
い
て
」
(『古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
所
収
)
が
あ
る
。
(4
)
奥
野
義
雄
「荘
園
公
領
に
お
け
る
職
付
帯
者
を
め
ぐ
る
在
地
勢
力
へ
の
前
提
-
在
地
領
主
へ
の
展
開
過
程
と
在
地
領
主
の
原
像
に
よ
せ
て
l
」
(佛
教
大
学
史
学
会
刊
『鷹
陵
史
学
』
第
三
四
号
所
収
)
第
一
章
本
領
主
層
の
存
在
形
態
　こ
「本
領
主
」
の
用
語
が
史
料
に
現
わ
れ
る
時
期
は
、
応
徳
元
(
一
〇
八
四
)
年
「伊
勢
国
掃
守
某
畠
売
写
」
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
一
1111110
年
代
に
至
る
ま
で
「本
領
主
」
ま
た
は
「本
主
」
と
い
う
用
語
で
存
在
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
元
徳
二
(
一
三
三
〇
)
年
十
一
月
日
付
の
「谷
山
覚
信
代
教
信
申
状
」
に
み
え
る
「当
郡
辷
司
以
下
所
帯
等
者
、
為
覚
信
先
祖
開
発
領
主
、
去
建
仁
三
年
十
二
月
　ユ
ニ
十
五
日
令
拝
領
関
東
御
下
文
以
来
、
代
々
無
相
違
之
子
細
、
先
進
状
等
炳
焉
也
」
と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「開
発
領
主
」
の
呼
称
が
「本
領
主
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
以
前
に
史
料
か
ら
理
解
し
得
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
あ
ら
た
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
七
三
一
七
四
め
て
例
示
す
る
と
、自
奎
尼
念
阿
弥
陀
仏
手
、
(中
略
)、
沙
弥
白
蓮
所
買
取
也
L
と
い
う
文
言
(樂
癖
駘
蕪
に
旧
付
い、"
「開
発
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
領
主
因
幡
法
橋
行
宴
孫
子
自
在
女
」
「自
根
本
領
主
行
宴
之
手
、
同
息
女
源
氏
女
号
西
向
譲
得
之
、
而
氏
女
自
在
女
母
死
去
之
刻
」
「将
又
為
耋
斈
孫
」
と
い
う
記
載
(倣
諜
結
状
慢
、"
そ
し
て
.為
礬
開
発
篁
子
孫
L
(軈
髴
覿
帽
鈷
翻
灘
旗
,)と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
本
領
主
1
開
発
領
主
1
根
本
領
主
巨
本
主
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
(傍
点
i
奧
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)
。
こ
の
よ
う
に
〈本
領
主
〉
は
、
別
称
さ
れ
る
(別
称
す
る
)
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
〈本
領
主
〉
を
基
本
的
呼
称
と
し
て
論
及
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
,
で
は
、
本
領
主
の
階
層
に
は
諸
相
が
存
在
す
る
も
の
か
、
否
か
を
次
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
で
、
荘
園
、
郷
・
保
・
村
、
名
(名
田
畠
)
に
か
か
わ
る
本
領
主
に
つ
い
て
、
一
例
ず
つ
掲
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
文
治
二
(
=
八
六
)
年
十
二
月
五
日
付
の
「勧
学
院
政
所
下
文
」
を
み
る
と
　
　
　
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
当
荘
者
本
領
主
桜
嶋
重
譲
嫡
男
経
成
、
又
経
譲
外
孫
阿
闍
梨
玄
信
、
次
玄
信
譲
与
甥
弟
子
尋
珍
畢
、
既
二
百
余
歳
之
間
、
先
祖
相
伝
更
無
妨
、
且
手
次
証
文
等
披
見
畢
、
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
阿
闍
梨
玄
信
の
弟
子
尋
珍
の
訴
状
に
み
え
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
下
文
か
ら
、
尋
珍
の
訴
状
に
よ
っ
て
行
俊
の
押
妨
を
停
止
さ
せ
て
尋
珍
の
知
行
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
当
荘
つ
ま
り
大
和
国
石
井
荘
は
、
本
領
主
で
あ
る
桜
嶋
重
経
の
所
領
で
あ
り
、
重
経
の
子
孫
に
譲
渡
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
延
応
二
(
一
二
四
〇
)
年
三
月
日
付
の
「
沙
弥
寂
念
申
状
写
」
を
み
る
と
件
名
田
者
、
自
本
領
主
弘
宗
之
手
、
有
由
緒
、
相
副
次
第
証
文
於
手
継
渡
得
之
、
数
年
知
行
、
迄
寂
念
伝
領
已
以
六
代
、
(下
略
)
　ヱ
と
あ
り
、
宇
佐
宮
領
宇
佐
郡
封
戸
郷
の
友
成
名
の
名
田
は
本
領
主
の
弘
宗
が
知
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
六
代
に
亙
っ
て
伝
領
さ
れ
て
い
つ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
、
宗
像
社
の
神
領
内
の
筑
前
国
山
口
郷
に
か
か
わ
る
史
料
に
同
郷
地
頭
職
と
地
下
沙
汰
人
職
の
寄
進
に
と
も
な
っ
て
先
祖
開
発
の
i11I
載
が
あ
る
ゆ
す
な
わ
ち
、
文
永
五
(
一
二
六
八
)
年
七
月
六
日
付
の
「大
中
臣
経
実
寄
進
状
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
同
寄
進
状
を
み
る
と
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
へ
右
、
当
郷
者
、
地
往
昔
以
来
、
為
御
神
領
、
大
宮
司
殿
管
領
之
地
也
、
但
於
地
頭
職
并
地
下
沙
汰
人
職
者
、
経
実
先
祖
為
開
発
之
ヘ
へ
　
　
　
の
　
　
　
　
ヘ
へ
　
　
　
本
主
、
所
令
相
伝
也
、
(中
略
)、
経
実
子
孫
等
、
更
不
可
有
奉
向
背
事
、
又
為
寄
進
本
主
之
上
者
、
彼
地
頭
并
地
下
代
官
職
、
雖
及
末
代
、
無
相
違
可
令
扶
持
給
者
也
、
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
経
実
の
先
祖
は
開
発
本
主
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
荘
園
・
郷
・
保
・
村
・
名
(名
田
)
と
か
か
わ
る
本
領
主
の
存
在
、
本
領
主
以
外
に
「開
発
之
本
主
」
と
い
う
呼
称
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
領
主
に
も
諸
層
が
存
在
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
得
る
。
そ
こ
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
荘
・
郷
・
保
・
村
に
か
か
わ
る
本
領
主
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
少
し
長
文
に
な
る
が
、
荘
と
本
領
主
と
の
か
か
わ
り
を
示
し
て
く
れ
る
史
料
を
次
に
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
応
元
(
一
二
二
二
)
年
銘
の
史
料
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「宮
中
便
補
地
由
緒
注
文
案
」
に
よ
る
と
、
一
有
家
知
行
所
辷
　
　
　
ヘ
ヘ
へ
陸
奥
国
安
達
荘
(中
略
)
・
・
・
…
彼
国
拒
捍
使
也
件
荘
者
、
本
領
主
○
右
史
生
惟
宗
定
兼
去
仁
平
元
年
触
守
藤
原
基
成
、
(中
略
)
、
進
退
地
主
職
、
多
年
領
掌
之
後
、
国
宗
・
°
°
°
°
次
第
゜
°
淳
方
・
有
家
o
相
続
、
干
今
知
行
来
者
也
、
(中
略
)
、
若
狭
国
辷
富
荘
草
河
上
人
知
行
之
(中
略
)
む
む
む
む
む
　
　
　
　
件
荘
者
、
隆
職
宿
禰
宜
蹶
銘
諾
入
開
発
功
力
、
可
令
子
孫
相
伝
之
由
、
賜
宣
旨
了
、
(中
略
)、
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
七
五
一
七
六
美
作
国
田
原
荘
少
納
言
輔
兼
入
道
知
行
之
。
(中
略
)
件
荘
、
自
本
領
主
三
野
頼
延
之
手
伝
領
之
後
、
隆
職
宿
禰
為
領
主
、
多
年
知
行
、
(中
略
)、
備
後
国
世
良
西
条
神
崎
荘
嚴
駢
欄
諮
玳
秦
(中
略
)
　
　
　
　
　
　
む
む
む
　
む
件
荘
者
、
隆
職
宿
禰
入
開
発
功
力
、
可
令
子
孫
相
伝
之
由
、
賜
宣
旨
了
、
(中
略
)
、
讃
岐
国
柞
原
荘
按
察
使
有
資
卿
知
行
之
、
(中
略
)
土
佐
国
吉
原
荘
右
大
臣
法
印
良
勝
知
行
之
、
(中
略
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
へ
む
む
む
む
　
　
　
　
件
荘
者
、
自
源
包
満
之
手
伝
領
之
後
、
隆
職
宿
禰
殊
入
功
開
発
功
荒
野
之
地
、
云
開
墾
之
由
緒
異
他
、
隋
則
賜
子
孫
相
伝
之
、
宣
旨
了
、
(中
略
)
一
寄
附
社
寺
所
辷
筑
前
国
延
藤
名
同
国
久
原
益
永
名
万
福
名
此
内
也
、地
…
北
野
件
両
所
、
隆
職
宿
禰
伝
領
名
主
職
多
年
知
行
、
(中
略
)、
且
於
延
藤
名
者
、
貞
応
元
年
任
本
領
主
国
宗
寄
進
、
可
為
○
常
灯
料
辷
所
之
由
、
(中
略
)、
以
前
十
三
箇
所
者
、
隆
職
・
国
宗
二
代
之
間
、
由
緒
相
伝
之
地
也
、
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
陸
奥
国
安
達
荘
と
美
作
国
田
原
荘
の
二
荘
は
本
領
主
と
か
か
わ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
若
狭
国
国
富
荘
、
備
後
国
世
良
西
条
神
崎
荘
、
讃
岐
国
柞
原
荘
、
そ
し
て
土
佐
国
吉
原
荘
は
、
い
ず
れ
も
隆
職
宿
禰
が
開
発
に
功
を
注
い
だ
荘
園
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
と
く
に
、
土
佐
国
吉
原
荘
は
源
包
満
か
ら
伝
領
し
た
後
に
、
隆
職
宿
禰
は
荒
野
開
発
に
功
力
を
入
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
掲
げ
た
同
注
文
案
の
「寄
附
社
寺
所
々
」
の
条
項
に
み
え
る
「於
延
藤
名
者
、
貞
応
元
年
任
本
領
主
国
宗
寄
進
、
北
野
(-o
)
可
為
○
常
灯
料
所
之
由
」
と
い
う
文
言
は
、
本
領
主
で
あ
る
小
槻
国
宗
宿
禰
が
延
藤
名
を
常
灯
料
と
し
て
寄
進
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
諸
荘
園
お
よ
び
保
・
名
を
伝
領
・
知
行
し
て
き
た
小
槻
隆
職
と
子
息
国
宗
は
「本
領
主
」
と
い
う
呼
称
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
な
い
が
、
「開
発
功
力
」
を
注
い
だ
荘
園
・
保
は
多
く
み
ら
れ
、
併
せ
て
そ
の
荘
園
・
保
の
大
半
は
惟
宗
定
兼
、
藤
原
季
景
、
僧
相
慶
、
三
野
頼
延
ら
が
〈本
領
主
〉
で
あ
っ
た
。
で
は
、
隆
職
と
国
宗
親
子
は
「開
発
功
力
」
を
入
れ
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
「本
領
主
」
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
注
文
案
に
は
、
〈本
領
主
〉
〈
開
発
(領
主
)〉
に
関
す
る
課
題
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
次
に
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
嘉
禄
二
(
一
二
二
六
)
年
代
の
史
料
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「官
掌
中
原
国
用
陳
状
」
に
も
、
荘
園
と
関
係
す
る
本
領
主
の
存
在
と
立
荘
に
か
か
わ
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
副
進
領
家
御
証
文
案
一
巻
四
通
康
治
二
年
本
領
主
妙
成
寄
進
于
内
大
臣
家
北
政
所
状
(中
略
)
預
所
注
進
証
文
案
一
巻
七
通
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
康
治
元
年
本
領
主
譲
于
大
蔵
権
少
輔
致
遠
状
(中
略
)
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
七
七
一
七
八
源
氏
訴
状
云
、
こ
の
御
荘
の
を
こ
り
ハ
、
先
祖
致
遠
本
領
主
妙
成
か
同
心
し
て
、
大
徳
寺
入
道
左
大
臣
殿
二
よ
せ
奉
て
ま
へ
り
て
、
領
家
五
代
預
所
四
代
さ
う
ゐ
な
し
、
(中
略
)、
康
治
元
年
致
妙
成
□
か
譲
を
え
た
り
と
い
へ
と
ん
、
荘
号
か
な
ひ
か
た
き
に
よ
り
、
か
の
譲
状
を
あ
ら
た
め
て
内
、
大
臣
家
北
政
所
の
御
領
に
よ
せ
た
ま
へ
り
て
、
荘
号
を
と
け
た
り
と
ミ
へ
た
り
、
し
か
れ
ハ
、
元
年
ゆ
つ
り
ハ
先
判
也
、
(下
略
)
(U
)
辷
辷
ヒ
と
あ
り
(傍
線
-
奧
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)、
本
領
主
妙
成
は
荘
号
を
叶
え
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
荘
号
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
大
臣
殿
御
室
領
に
加
え
る
た
め
の
寄
進
に
と
も
な
っ
て
荘
号
を
得
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
陳
状
に
よ
っ
て
、
本
領
主
の
所
領
ー
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
開
発
者
(開
発
領
主
)
と
想
定
し
得
る
ー
が
、
領
家
と
し
て
仰
い
だ
内
大
臣
家
北
政
所
へ
寄
進
す
る
こ
と
で
、
荘
園
と
し
て
立
荘
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
陳
状
は
、
野
地
ま
た
は
荒
地
(へr°)
の
開
発
者
ロ
本
領
主
・
妙
成
譲
与
1
↓
致
遠
寄
進
1
↓
大
徳
寺
入
道
左
大
臣
(内
大
臣
家
政
所
)
ー
立
荘
・
荘
号
確
保
と
い
う
図
式
を
想
定
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
触
れ
た
注
文
案
に
み
え
る
本
領
主
僧
相
慶
の
所
領
で
あ
る
保
は
、
本
領
主
と
の
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
注
文
案
以
外
に
も
本
領
主
と
関
係
す
る
保
が
存
在
す
る
も
の
か
を
次
に
窺
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
す
で
に
掲
げ
た
陳
状
と
注
文
案
と
同
様
な
時
期
の
も
の
と
し
て
、
寛
喜
元
(
一
二
二
九
)
年
八
月
十
一
日
付
の
「後
堀
河
天
皇
宣
旨
」
を
み
る
と
、
近
江
国
綣
村
保
壱
所
件
保
者
、
本
領
主
友
兼
寄
附
于
日
吉
野
社
二
宮
二
季
講
用
途
、
相
副
券
契
、
譲
与
具
足
房
僧
都
長
尋
畢
、
(下
略
)
　ね
　
と
あ
り
、
こ
の
保
一
所
に
続
く
記
載
に
は
、
「
同
国
米
満
新
免
壱
所
」
「件
新
免
者
、
領
主
憲
覚
法
眼
去
保
延
三
年
寄
附
于
二
季
講
用
　お
　
途
」
「与
綣
村
保
同
時
寄
附
于
彼
房
領
畢
者
」
と
み
え
、
綣
村
保
と
同
時
に
新
免
は
二
季
講
用
途
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
宣
旨
に
み
え
る
本
領
主
と
領
主
と
の
関
係
は
、
速
断
し
が
た
い
が
、
弘
安
六
(
一
二
八
三
)
年
九
月
日
付
の
「大
和
春
日
社
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
政
所
下
文
L
に
み
え
る
「且
任
長
者
宣
・
国
宣
并
本
領
主
記
録
等
旨
、
雖
替
青
女
領
主
職
、
於
年
貢
以
下
済
物
者
、
先
納
置
保
庫
」
と
い
う
文
言
と
、
こ
の
記
載
後
半
の
右
、
当
保
領
主
職
之
事
、
(中
略
)
、
而
今
非
器
青
女
領
主
条
、
(中
略
)
於
今
者
、
不
可
用
彼
青
女
所
務
、
早
於
年
貢
以
下
済
物
等
者
、
任
員
数
、
納
于
保
庫
、
可
隋
重
下
知
也
、
(下
略
)
　む
と
い
う
記
載
か
ら
、
阿
波
国
助
任
保
の
領
主
職
は
領
主
と
同
一
で
あ
る
こ
と
と
、
「本
領
主
記
録
等
旨
」
に
任
せ
て
青
女
の
領
主
職
を
改
替
す
る
こ
と
を
併
せ
て
解
釈
す
る
と
、
本
領
主
と
領
主
(領
主
職
)
は
同
一
の
階
層
と
は
考
え
が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
一
史
料
の
み
で
は
、
本
領
主
と
領
主
が
別
々
の
階
層
で
あ
る
の
か
、
否
か
は
速
断
し
が
た
い
。
た
だ
、
同
政
所
下
文
の
記
載
を
み
る
か
ぎ
り
、
本
領
主
が
保
と
か
か
わ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
次
の
二
つ
の
史
料
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
領
主
の
所
領
が
保
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
弘
長
二
(
一
二
六
二
)
年
二
月
日
付
の
「中
原
氏
訴
状
案
」
に
「若
狭
国
太
良
保
内
末
武
名
、
任
相
伝
道
理
欲
宛
賜
子
細
事
」
「
一
通
本
領
主
出
羽
房
雲
厳
譲
状
」
　ま
と
い
う
文
言
、
弘
長
二
年
三
月
日
付
の
「中
原
時
国
申
状
案
」
に
み
え
る
「欲
賜
早
御
庁
宣
、
若
狭
国
太
良
保
下
司
職
并
保
内
名
田
　
　
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
畠
、
薬
師
堂
類
雲
所
従
等
事
」
「件
保
本
領
主
者
、
出
羽
房
雲
厳
也
」
と
い
う
11�
載
か
ら
、
太
良
保
の
本
領
主
は
出
羽
房
雲
厳
で
あ
る
こ
と
が
理
解
し
得
る
。
こ
の
よ
う
に
荘
園
以
外
に
保
(公
領
)
と
本
領
主
と
の
か
か
わ
り
が
史
料
か
ら
窺
え
る
が
、
さ
き
の
貞
応
二
(
一
二
二
三
)
年
の
「宮
中
便
補
治
由
緒
注
文
案
」
で
確
認
し
た
筑
前
国
延
藤
名
・
久
原
益
永
名
と
本
領
主
小
槻
国
宗
と
の
か
か
わ
り
と
同
様
な
事
象
は
、
本
領
主
関
連
の
史
料
か
ら
窺
え
る
も
の
な
の
か
、
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
本
領
主
と
名
(名
田
)
に
か
か
わ
る
史
料
を
一
例
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
延
応
二
(
一
二
四
〇
)
年
三
月
日
付
の
「沙
弥
寂
念
申
状
写
」
に
み
え
る
「当
宮
御
領
封
戸
郷
友
成
名
田
子
細
事
」
の
記
載
に
、
件
名
田
者
、
自
本
領
主
弘
宗
之
手
、
有
由
緒
、
相
副
次
第
証
文
於
手
継
渡
得
之
、
数
年
知
行
、
迄
寂
念
伝
領
已
以
六
代
、
無
相
違
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
七
九
一
八
〇
之
処
、
(中
略
)
、
六
角
尼
出
種
々
詞
、
放
去
文
畢
、
号
本
主
、
(下
略
)
　
レ
　
と
あ
り
、
本
領
主
の
弘
宗
の
名
田
は
寂
念
ま
で
六
代
に
亘
っ
て
伝
領
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
六
角
尼
と
寂
念
と
の
訴
申
対
決
で
六
角
尼
の
去
文
に
(六
角
尼
が
)
本
主
と
号
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
申
状
写
の
時
期
か
ら
ず
っ
と
下
が
っ
た
正
応
二
(
一
二
八
九
)
年
九
月
十
五
日
付
の
「源
少
法
師
丸
田
畠
寄
進
状
」
を
み
る
と
奉
寄
進
大
和
国
葛
下
郡
長
原
荘
内
秋
吉
保
安
芸
・
高
倉
両
名
内
田
畠
事
合
四
町
者
(割
注
略
)
右
、
件
領
者
、
自
故
六
条
右
大
臣
家
源
顕
房
之
子
孫
、
経
代
々
、
源
少
法
師
丸
依
為
重
代
相
伝
之
所
、
数
年
経
(中
略
)、
本
領
主
少
法
師
丸
之
子
辷
孫
辷
、
彼
年
貢
於
、
無
旱
水
・
不
作
・
河
成
等
訴
、
可
進
沙
汰
者
也
、
若
致
不
法
懈
怠
者
、
則
彼
所
之
地
沙
汰
、
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
大
和
国
長
原
荘
内
秋
吉
保
に
あ
る
安
芸
名
と
高
倉
名
の
四
町
の
所
領
地
は
源
顕
房
の
子
孫
で
あ
る
源
少
法
師
丸
に
相
伝
さ
れ
た
こ
と
と
、
少
法
師
丸
が
本
領
主
と
し
て
所
当
を
懈
怠
な
く
沙
汰
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
名
(名
田
畠
)
を
領
掌
・
知
行
す
る
本
領
主
が
存
在
す
る
史
料
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
、
二
例
を
次
に
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
史
料
の
一
つ
は
、
弘
安
六
(
一
二
八
三
)
年
七
月
三
日
付
の
「関
東
下
知
状
案
」
の
「件
永
吉
地
頭
并
名
主
職
者
、
八
代
相
伝
開
発
　む
　
之
地
也
」
と
い
う
文
言
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
史
料
は
、
嘉
元
四
(
=
二
〇
六
)
年
十
一
月
七
日
付
の
「関
東
下
知
状
」
に
み
え
る
　　
　
「重
藤
名
并
公
文
職
者
、
法
念
為
重
代
開
発
私
領
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
名
主
職
と
名
に
か
か
わ
る
開
発
地
ま
た
は
開
発
私
領
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
領
掌
・
知
行
の
所
領
地
は
明
ら
か
に
〈開
発
〉
し
た
も
の
で
あ
り
、
〈開
発
〉
領
主
と
し
て
の
身
分
が
内
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
領
掌
・
知
行
す
る
開
発
地
が
荘
園
で
あ
ろ
う
と
、
保
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
は
名
で
あ
ろ
う
と
、
開
発
者
が
ほ
ぼ
「開
発
領
主
」
と
表
現
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
元
応
二
(
=
三
一〇
)
年
五
月
二
十
日
付
の
「山
城
梅
津
預
所
免
状
」
に
み
え
る
「左
馬
寮
領
葛
野
郡
内
梅
津
少
田
事
」
「合
弐
段
字
号
自田
田
」
「彼
少
田
者
、
為
源
次
開
発
之
領
主
、
相
伝
知
行
、
不
可
有
相
違
者
也
」
と
い
ヨ
　
う
記
載
に
よ
っ
て
理
解
し
得
る
。
つ
ま
り
、
広
大
な
荒
野
・
荒
地
・
野
地
な
ど
の
開
発
で
あ
ろ
う
と
、
些
少
な
荒
野
・
荒
地
・
野
地
な
ど
の
開
発
で
あ
ろ
う
と
、
荒
野
地
な
ど
を
〈開
発
す
る
〉
主
体
に
対
す
る
総
称
と
し
て
「開
発
領
主
」
の
呼
称
(用
語
)
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
同
様
な
開
発
主
体
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
る
史
料
と
し
て
、
元
亨
四
(
=
二
二
四
)
年
三
月
日
付
の
「尾
張
長
岡
荘
預
所
充
行
゜
、
、
(之
力
)
、
状
」
の
「長
岡
荘
河
東
石
田
郷
下
切
常
荒
新
田
新
畠
名
[
」
「名
主
職
者
、
為
村
神
前
入
興
行
、
経
入
公
用
之
間
、
以
開
発
□
輩
、
名
　　
　
辷
永
代
所
補
任
也
」
と
い
う
記
載
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
「以
開
発
口
輩
」
と
は
開
発
主
体
で
あ
る
開
発
領
主
と
呼
称
す
る
階
層
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〈
開
発
の
輩
〉
は
開
発
領
主
で
あ
り
、
本
領
主
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
些
少
な
常
荒
地
(再
荒
廃
地
も
含
む
)
の
〈名
〉
と
〈
開
発
領
主
1
本
領
主
〉
と
の
関
係
を
み
る
か
ぎ
り
、
些
少
荒
地
・
荒
名
田
ー
開
墾
・
開
発
目
開
発
領
主
(本
領
主
)
ー
名
主
職
付
帯
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
と
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
〈
名
〉
の
田
畠
が
些
少
な
規
模
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
史
料
が
提
示
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
仁
治
二
(
一
二
四
一
)
年
四
月
二
十
四
日
付
の
「
官
宣
旨
案
」
の
gfl�
載
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
件
両
名
主
職
者
、
為
譜
代
相
伝
開
発
領
主
、
敢
無
有
牢
籠
、
而
当
国
之
習
、
甲
乙
之
輩
以
相
伝
之
領
、
(中
略
)
、
其
内
成
蓮
法
師
分
七
十
余
町
也
、
爰
景
長
国
務
之
時
、
俊
氏
領
重
枝
・
次
郎
丸
名
田
畠
三
十
余
町
、
任
国
例
、
進
有
限
勘
料
、
(中
略
)、
俊
氏
者
彼
両
名
開
発
以
降
十
代
之
領
主
也
、
(下
略
)
ま
　
と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
、
地
頭
職
も
関
連
す
る
が
、
名
主
職
に
つ
い
て
み
る
と
、
尾
張
俊
文
の
領
有
す
る
重
枝
名
と
次
郎
丸
名
の
田
畠
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
八
一
一
八
二
は
三
〇
余
町
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
両
名
主
職
(の
付
帯
者
で
あ
る
尾
張
俊
文
)
は
「譜
代
相
伝
開
発
領
主
」
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
荘
と
本
領
主
と
の
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て
掲
げ
た
貞
応
元
(
一
二
二
二
)
年
の
「宮
中
便
補
地
由
緒
注
文
案
」
で
触
れ
た
荘
と
名
に
か
か
わ
る
本
領
主
の
存
在
形
態
は
、
田
畠
の
大
小
と
は
直
接
関
係
し
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
掌
握
す
る
田
畠
規
模
に
比
例
し
て
、
本
領
主
の
階
層
の
大
小
を
確
定
し
得
る
も
の
で
な
い
と
捉
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
階
層
の
大
小
の
課
題
は
、
本
領
主
の
階
層
の
在
地
に
お
け
る
疎
・
密
の
度
合
い
が
深
く
か
わ
っ
て
い
る
も
の
か
、
否
か
に
視
点
を
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
次
に
本
領
主
層
の
在
地
領
主
へ
と
展
開
し
て
い
く
足
掛
か
り
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
6
註(
1
)
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
、
第
一
二
〇
七
号
文
書
(
2
)
『
鎌
倉
遺
文
』
第
四
〇
巻
、
第
三
一
二
八
九
号
文
書
(以
下
同
様
に
て
、
鎌
倉
遺
文
四
〇
1
三
一
二
八
九
と
い
う
よ
う
に
略
す
)
(
3
)
鎌
倉
遺
文
一
ニ
ー
八
七
一
二
(
4
)
鎌
倉
遺
文
三
四
-
二
六
五
三
七
(
5
)
鎌
倉
遺
文
三
八
-
二
九
九
九
五
(
6
)
鎌
倉
遺
文
一
i
一
九
六
(
7
)
鎌
倉
遺
文
八
-
五
五
五
〇
(8
)
鎌
倉
遺
文
=
ニ
ー
一
〇
二
七
六
(
9
)
(10
)
鎌
倉
遺
文
五
-
三
〇
三
九
(1
)
鎌
倉
遺
文
五
-
三
五
六
〇
(12
)
(13
)
鎌
倉
遺
文
六
-
三
八
六
一
(
14
)
(
15
)
(
16
)
(
17
)
(
　
)
(
19
)
(
20
)
(
21
)
(
2
)
(
23
)
鎌
倉
遺
文
二
〇
1
一
四
九
四
四
鎌
倉
遺
文
一
ニ
ー
八
七
七
〇
鎌
倉
遺
文
=
一-
八
七
八
八
鎌
倉
遺
文
八
ー
五
五
五
〇
鎌
倉
遺
文
二
ニ
ー
一
七
一
四
五
鎌
倉
遺
文
二
〇
1
一
四
八
九
八
鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
二
七
六
五
鎌
倉
遺
文
三
五
-
二
七
四
八
一
鎌
倉
遺
文
三
七
-
二
八
七
一
〇
鎌
倉
遺
文
八
-
五
八
〇
八
第
二
章
本
領
主
層
の
開
発
所
領
寄
進
、
「
職
」
付
帯
、
そ
し
て
在
地
領
主
へ
の
展
開
=
世
紀
後
半
頃
に
史
料
に
現
わ
れ
て
き
た
本
領
主
層
が
「根
本
領
主
」
「開
発
領
主
」
と
呼
称
す
る
事
由
は
、
本
領
主
層
自
ら
あ
る
い
は
先
祖
に
よ
る
荒
野
・
荒
地
・
野
地
な
ど
の
開
墾
・
開
発
の
尽
力
に
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「本
領
主
」
の
呼
称
か
ら
次
第
に
「本
主
」
と
い
う
呼
び
方
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
く
の
史
料
か
ら
抽
出
し
得
る
。
そ
し
て
、
根
本
領
主
・
開
発
領
主
・
本
主
と
別
称
さ
れ
る
本
領
主
に
は
、
自
ら
の
開
発
所
領
ま
た
は
先
祖
か
ら
の
在
地
の
開
発
伝
領
地
を
後
世
に
お
い
て
押
領
さ
れ
る
こ
と
な
く
掌
握
し
(支
配
し
)
続
け
る
方
策
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
方
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
本
領
主
に
と
っ
て
充
分
と
は
い
え
な
く
と
も
、
納
得
で
き
る
も
の
を
得
る
処
置
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
き
糸
口
を
再
び
本
領
主
層
に
関
す
る
史
料
を
繙
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
安
貞
三
(
一
二
二
九
)
年
二
月
二
十
日
付
の
「平
光
盛
譲
状
」
を
み
え
る
本
領
主
層
の
情
況
を
窺
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ぜ
ん
し
と
の
〉
め
こ
か
さ
ね
て
ゆ
つ
り
わ
た
す
所
辷
二
ヶ
所
事
み
の
〉
み
む
ら
の
荘
は
り
ま
の
い
し
つ
く
り
の
荘
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ヘ
ヘ
へ
　
こ
の
う
ち
み
む
ら
は
、
そ
う
て
ん
の
し
さ
い
あ
り
て
、
(中
略
)
、
子
孫
さ
う
て
ん
す
へ
き
所
な
り
、
い
し
つ
く
り
ハ
、
本
領
主
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
手
よ
り
、
こ
大
納
言
ゆ
つ
り
え
て
、
五
十
年
に
を
よ
ひ
て
し
り
候
を
、
ゆ
つ
り
わ
た
す
、
(下
略
)
ア
　
と
あ
り
、
(傍
点
-
奥
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)
、
美
濃
国
三
村
荘
と
播
磨
国
石
作
荘
を
平
光
盛
が
寄
付
(寄
進
)
あ
る
い
は
大
納
言
入
道
へ
譲
与
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
石
作
荘
は
本
領
主
か
ら
譲
与
さ
れ
た
荘
園
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
譲
り
受
け
て
か
ら
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
八
三
一
八
四
五
〇
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
石
作
荘
を
掌
中
に
お
さ
め
て
い
た
〈本
領
主
〉
が
誰
で
あ
る
の
か
は
、
こ
の
譲
状
案
の
記
載
か
ら
窺
え
な
い
。
ま
た
、
文
脈
か
ら
平
光
盛
で
あ
る
も
の
か
、
否
か
は
判
断
し
が
た
い
。
こ
の
よ
う
に
荘
園
を
大
納
言
入
道
に
譲
渡
し
た
本
領
主
の
状
況
は
窺
え
る
が
、
本
領
主
の
譲
渡
後
の
事
象
は
明
ら
か
で
な
い
。
で
は
、
同
譲
状
案
か
ら
三
年
以
前
の
嘉
禄
二
(
一
二
二
六
)
年
六
月
日
付
の
「周
防
屋
代
荘
領
家
定
文
案
」
の
記
載
を
み
る
と
定
下
周
防
国
屋
代
御
荘
住
人
可
早
為
左
近
大
夫
光
盛
惣
公
文
職
(中
略
)
一
自
名
事
正
成
吉
成
石
丸
得
名
安
行
国
武
行
松
(中
略
)
右
、
如
光
守
申
者
、
当
荘
者
、
光
守
先
祖
為
開
発
、
寄
進
之
地
、
嘉
祥
二
年
補
当
職
以
来
、
譜
代
相
伝
之
本
領
也
、
(中
略
)、
抑
於
当
荘
公
文
田
所
職
者
、
為
開
発
領
主
之
遺
□
、
往
代
之
由
緒
異
他
、
(下
略
)
ぞ
　
と
あ
り
、
左
近
大
夫
光
守
(光
盛
)
の
先
祖
が
開
発
し
た
周
防
国
屋
代
荘
を
寄
進
し
た
こ
と
、
お
そ
ら
く
寄
進
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
嘉
祥
二
(八
四
九
)
年
に
惣
公
文
職
(公
文
田
所
職
か
)
を
補
任
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
「職
」
補
任
以
来
、
譜
代
相
伝
す
る
本
領
主
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
「相
伝
」
に
は
、
被
寄
者
の
所
領
に
帰
し
た
後
に
は
、
光
守
の
所
領
で
は
な
い
た
め
、
荘
園
の
管
理
と
運
営
は
補
任
さ
れ
た
「職
」
に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
領
主
が
寄
進
後
に
「職
」
付
帯
し
て
荘
園
の
管
理
と
運
営
を
掌
握
し
て
い
く
も
の
か
、
否
か
を
、
史
料
を
挙
げ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
一
例
目
と
し
て
承
久
四
(
一
二
二
二
)
年
三
月
日
付
の
「大
江
泰
兼
愁
状
」
を
挙
げ
る
と
、
一
前
国
司
故
冷
泉
大
納
言
入
道
家
奉
免
庁
宣
事
、
右
、
当
国
南
助
任
保
并
津
田
嶋
者
、
(中
略
)、
此
以
両
所
相
伝
私
領
為
領
主
職
、
可
令
寄
進
春
日
社
領
旨
、
依
申
請
、
(中
略
)
、
以
泰
兼
子
辷
孫
々
為
本
領
主
、
可
令
相
伝
領
掌
之
旨
、
見
免
判
庁
宣
状
、
(中
略
)
、
一
春
日
御
社
於
備
御
年
貢
御
油
上
、
今
又
寄
進
報
恩
会
用
途
米
問
事
合
三
十
石
内
延
久
宣
旨
斗
定
富
田
東
荘
十
石
(中
略
、
※
「津
田
嶋
+
石
、
田
宮
嶋
+
石
」
省
略
)
右
、
寄
進
志
者
、
自
金
堂
廻
廊
造
営
之
時
、
奉
結
機
於
興
福
寺
之
事
、
無
左
右
次
第
也
、
(中
略
)、
但
如
此
両
方
雖
令
寄
進
、
領
主
泰
兼
若
訴
訟
出
来
之
時
、
(中
略
)
、
尤
以
可
不
非
本
意
者
也
、
(中
略
)
、
今
一
通
者
、
於
富
田
荘
領
主
職
者
、
以
泰
兼
子
辷
孫
辷
可
令
相
伝
領
掌
之
旨
、
以
衆
徒
御
下
知
、
(下
略
)
　ヨ
　
と
あ
り
、
大
江
泰
兼
は
領
掌
す
る
阿
波
国
南
助
任
保
や
津
田
嶋
を
相
伝
し
て
領
主
職
付
帯
と
な
っ
て
春
日
社
に
寄
進
し
た
こ
と
と
、
本
領
主
と
し
て
の
泰
兼
の
子
孫
が
相
伝
領
掌
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
愁
状
に
よ
る
か
ぎ
り
、
大
江
泰
兼
は
〈本
領
主
〉
ゆ
え
に
開
発
所
領
の
寄
進
後
に
「領
主
職
」
付
帯
者
と
な
っ
て
子
孫
へ
と
相
伝
す
る
こ
と
は
一
般
的
事
象
で
あ
ろ
う
。
次
に
二
例
目
と
し
て
、
嘉
禎
元
(
一
二
三
五
)
年
十
一
月
二
十
二
日
付
の
「海
老
名
盛
重
譲
状
案
」
を
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。
同
譲
状
案
を
み
る
と
譲
渡
播
磨
国
矢
野
荘
別
名
下
司
職
事
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
右
、
下
司
職
者
、
為
開
発
領
主
相
伝
、
当
知
行
無
相
違
之
間
、
去
文
治
二
年
六
月
日
、
預
関
東
御
下
知
畢
、
(中
略
)
但
有
限
於
本
所
御
年
貢
者
、
無
懈
怠
可
致
沙
汰
也
、
(下
略
)
と
あ
苑
、
海
老
名
盛
重
は
開
発
領
主
の
子
孫
と
し
て
、
矢
野
荘
別
名
(用
語
「別
名
」
は
「例
名
」
の
誤
字
か
ー
奥
野
)
の
下
司
職
を
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
八
五
一
八
六
相
伝
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
下
司
職
付
帯
者
の
盛
重
は
、
「職
」
補
任
後
か
ら
本
所
に
対
す
る
年
貢
納
付
の
沙
汰
を
懈
怠
せ
ず
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
別
名
下
司
職
付
帯
の
盛
重
は
在
地
矢
野
荘
に
居
住
し
て
い
た
か
ら
年
貢
沙
汰
が
お
こ
な
い
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
三
例
目
の
史
料
は
時
期
が
ず
っ
と
遡
る
が
、
長
寛
二
(
一
一
六
四
)
年
十
二
月
二
十
七
日
付
の
「中
原
親
貞
解
」
の
11I
載
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鹿
子
木
荘
の
預
所
職
相
伝
に
か
か
わ
る
解
文
に
件
預
所
職
相
伝
由
来
者
、
根
本
領
主
沙
弥
寿
妙
也
、
彼
寿
妙
譲
嫡
男
重
方
、
次
重
方
譲
嫡
男
高
方
、
次
高
方
譲
養
子
重
俊
、
次
重
俊
譲
聟
行
親
、
次
行
親
譲
嫡
男
親
貞
、
次
第
相
伝
如
此
、
而
高
方
之
時
、
(中
略
)
、
奉
寄
進
大
弍
殿
実
政
御
領
畢
、
仍
於
地
頭
預
所
職
者
、
以
本
領
主
高
方
之
子
辷
孫
々
、
永
可
為
重
代
伝
領
之
職
之
由
、
賜
彼
家
下
文
、
代
々
所
相
伝
来
也
、
(下
略
)
　ゑ
と
記
載
さ
れ
、
中
原
親
貞
が
付
帯
す
る
預
所
職
は
、
根
本
領
主
で
あ
る
沙
弥
寿
妙
か
ら
相
伝
し
た
所
領
、
つ
ま
り
開
発
所
領
の
鹿
子
木
荘
を
寄
進
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
寄
者
か
ら
補
任
さ
れ
た
「職
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
方
の
付
帯
す
る
地
頭
預
所
職
は
、
高
方
の
子
孫
に
相
伝
.
伝
領
さ
れ
、
中
原
高
方
一
族
が
鹿
子
木
荘
の
管
理
・
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
状
況
は
、
中
原
一
族
が
在
地
の
鹿
子
木
荘
を
拠
点
に
在
地
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
次
に
四
例
目
と
し
て
、
再
び
同
様
な
史
料
を
繙
く
と
、
文
永
五
(
一
二
六
八
)
年
七
月
六
日
付
の
「大
中
臣
経
実
寄
進
状
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
「当
郷
者
、
自
往
昔
以
来
、
(中
略
)、
大
宮
司
殿
御
管
領
之
地
也
」
で
あ
り
、
「於
地
頭
職
并
地
下
沙
汰
人
職
者
、
経
実
先
祖
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
コ
　
　
ヘ
へ
　
　
　
為
開
発
之
本
主
、
所
令
相
伝
也
、
(中
略
)
、
又
為
寄
進
本
主
之
上
者
、
(中
略
)、
無
相
違
可
令
扶
持
給
者
也
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
大
中
臣
経
実
の
先
祖
が
開
発
し
た
山
口
郷
を
寄
進
し
て
、
地
頭
職
と
沙
汰
人
職
(地
下
代
官
職
)
の
付
帯
者
の
身
分
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
最
後
の
五
例
目
の
史
料
は
、
経
実
寄
進
状
の
時
期
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
下
る
延
慶
二
(
=
二
〇
九
)
年
四
月
日
付
の
「大
和
山
口
荘
雑
掌
陳
状
案
」
を
み
る
と
、
「当
荘
者
、
大
日
姫
宮
代
々
相
伝
領
掌
、
無
相
違
之
地
也
、
(中
略
)
、
当
荘
者
、
故
按
察
局
之
知
行
　
マ
こ
之
時
、
以
本
家
職
令
寄
進
北
小
路
大
納
言
家
、
於
領
主
職
者
、
子
孫
相
伝
不
可
有
相
違
之
詞
、
(中
略
)
、
大
略
如
斯
、
抑
留
当
荘
者
、
　
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
自
本
領
主
以
来
代
々
御
相
伝
異
儀
之
処
L
云
々
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
大
和
国
山
口
荘
が
大
日
姫
宮
代
々
相
伝
し
て
き
た
領
掌
の
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
按
察
局
が
知
行
し
て
い
た
時
期
に
本
家
職
を
北
小
路
大
納
言
家
に
寄
進
し
て
、
領
主
職
は
按
察
局
の
子
孫
が
相
伝
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
同
陳
状
案
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「自
本
領
主
以
来
代
々
御
相
伝
」
と
い
う
文
言
に
み
え
る
本
領
主
は
按
察
局
の
先
祖
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
延
慶
二
年
の
史
料
と
認
識
さ
れ
て
い
る
「大
和
山
口
荘
相
伝
系
図
」
に
は
当
荘
相
伝
系
図
蘿
江
朝
臣
灘
納
昌。、
肄
入
道
法
名
阿
覚
後
韆
(中
略
丁
鑒
鑑
訴
開
発
領
主
　
　
　
と
い
う
按
察
局
以
前
の
人
び
と
の
名
前
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
開
発
領
主
で
あ
る
京
極
源
大
納
言
雅
俊
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
系
図
の
記
載
と
「自
本
領
主
以
来
代
々
御
相
伝
」
の
文
言
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
開
発
領
主
の
雅
俊
以
後
、
本
領
主
と
し
て
相
伝
し
て
き
た
こ
と
は
充
分
想
定
で
き
る
。
山
口
荘
に
関
す
る
開
発
領
主
・
本
領
主
の
相
伝
の
様
子
を
記
載
し
て
い
る
二
史
料
と
と
も
に
、
延
慶
二
(
=
二
〇
九
)
年
六
月
二
十
一
日
付
の
「俊
覚
陳
状
案
」
に
み
え
る
当
荘
者
、
故
按
察
局
知
行
之
時
、
以
本
家
職
一
旦
雖
令
寄
進
北
小
路
大
納
言
家
、
於
領
主
職
者
、
子
孫
相
伝
不
可
有
相
違
之
間
、
(中
略
)
、
自
大
納
言
家
賜
于
按
察
局
畢
云
ミ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
陳
状
で
言
及
し
、
さ
ら
に
「先
本
主
按
察
局
以
本
家
職
、
寄
進
大
納
言
家
之
条
承
伏
之
上
、
勿
論
候
哉
」
と
い
う
記
載
に
よ
っ
て
、
按
察
局
が
〈
本
主
〉
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
山
ロ
荘
相
伝
に
関
す
る
記
載
に
も
、
本
領
主
(本
主
)
の
寄
進
に
と
も
な
い
、
領
主
職
付
帯
へ
の
転
身
が
み
ら
れ
る
。
た
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
八
七
一
八
八
だ
、
領
主
職
付
帯
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
職
責
・
職
務
が
あ
っ
た
の
か
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
こ
の
山
口
荘
の
本
領
主
の
事
象
が
陳
状
案
や
陳
状
の
史
料
と
系
図
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
正
応
元
(
一
二
八
八
)
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「某
厨
相
伝
系
図
」
に
は
、
御
厨
の
領
主
(P
)
職
相
伝
系
図
と
と
も
に
関
連
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
印
(割
註
略
)
僧
(割
註
略
)
、
、
、
…
。
・
(奉
力
)
と
あ
り
、
系
図
の
記
載
の
後
に
は
、
「御
厨
相
伝
系
図
如
斯
、
凡
本
領
主
恵
真
阿
闍
梨
以
仁
安
二
年
口
寄
進
太
神
宮
、
是
仰
神
威
　　
　
也
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る
。
こ
の
某
御
厨
を
領
掌
し
て
い
た
本
領
主
恵
真
阿
闍
梨
は
、
仁
安
二
(
=
六
七
)
年
に
太
神
宮
に
寄
進
し
た
こ
と
が
、
系
図
と
文
言
に
よ
っ
て
窺
え
、
「職
」
(領
主
職
か
、
預
所
職
か
は
不
明
)
の
付
帯
者
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「職
」
付
帯
に
課
せ
ら
れ
た
職
責
・
職
務
の
明
示
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
山
口
荘
と
某
御
厨
に
お
け
る
〈本
領
主
時
開
発
領
主
〉
は
、
す
で
に
掲
げ
た
屋
代
荘
、
南
助
任
保
・
津
田
嶋
・
富
田
東
荘
、
矢
野
別
名
、
鹿
子
木
荘
、
山
口
郷
で
の
〈本
領
主
H
開
発
領
主
〉
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
地
で
荘
・
厨
の
本
家
あ
る
い
は
本
所
の
知
行
の
も
と
で
荘
園
あ
る
い
は
御
厨
な
ど
の
管
理
・
運
営
を
遂
行
し
て
い
っ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
領
主
層
は
領
掌
す
る
所
領
を
寄
進
す
る
こ
と
で
〈社
寺
権
門
勢
家
〉
の
権
力
に
寄
生
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
強
力
な
在
地
勢
力
へ
と
進
展
す
る
た
め
の
足
掛
か
り
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
理
解
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
領
主
の
所
領
を
売
却
す
る
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
久
十
(
=
九
九
)
年
三
月
十
五
日
付
の
「宗
形
氏
綱
田
地
売
券
L
が
そ
れ
で
、
山
本
南
荘
下
司
宗
形
氏
綱
解
沽
渡
進
先
祖
相
伝
所
領
田
畠
等
事
在
肥
後
国
詑
万
西
郷
内
一
田
地
高
墓
里
壱
坪
七
反
説
躰
柳
田
里
六
坪
壱
町
(中
略
※
撫
證
葬
齔
彈
諮
藷
疆
七
反
)
一
畠
地
(中
略
)
右
、
件
田
畠
等
者
、
是
氏
綱
先
祖
相
伝
所
領
、
(中
略
)
、
見
直
二
千
五
百
疋
所
沽
渡
進
川
尻
乙
王
実
也
、
(中
略
)、
限
永
代
可
令
領
掌
之
状
如
件
、
(中
略
※
駈
鯛
椰
鯒
糊
隴
)
神
蔵
御
荘
官
等
判
宗
形
氏
綱
(花
押
)
件
枝
吉
領
田
畠
、
依
本
領
主
沽
券
并
預
所
御
判
、
加
署
如
件
、
嫡
男
童
名
弥
下
主
(略
押
)
　ヨ
と
あ
り
、
本
領
主
の
宗
形
氏
綱
は
先
祖
相
伝
の
田
畠
を
川
尻
乙
王
丸
に
売
却
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
売
却
し
た
田
地
九
町
七
反
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
領
主
氏
綱
が
売
却
先
の
買
主
は
「川
尻
乙
王
丸
」
と
称
し
て
い
る
が
、
同
年
三
月
日
付
の
「橘
宗
頼
解
」
か
ら
橘
宗
頼
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「任
本
領
主
沽
券
、
依
次
第
証
文
、
可
領
掌
宗
頼
之
状
如
件
」
と
い
う
記
載
に
続
い
て
、
件
名
田
畠
等
、
是
氏
綱
先
祖
相
伝
之
私
領
、
于
今
無
相
違
所
令
領
掌
之
所
領
也
、
爰
依
要
用
、
限
見
直
、
自
彼
氏
綱
之
手
、
以
今
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
八
九
一
九
〇
月
去
十
五
日
、
相
副
次
第
証
文
、
所
令
伝
得
宗
頼
也
者
、
(下
略
)
　ユ
と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
あ
る
。
宗
形
氏
綱
の
売
券
と
橘
宗
頼
の
買
得
の
解
文
に
み
え
る
「枝
吉
領
田
畠
」
「名
田
畠
」
と
い
う
文
言
か
ら
氏
綱
所
領
の
枝
吉
名
の
田
畠
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
本
領
主
に
か
か
わ
る
事
象
は
、
名
田
よ
り
規
模
の
大
き
い
荘
園
で
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
嘉
禎
四
(
一
二
一二
八
)
年
十
月
五
日
付
の
「大
和
上
吐
田
荘
沙
汰
人
申
状
」
に
み
え
る
一
荘
の
分
売
事
態
の
記
載
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
吐
田
荘
沙
汰
人
謹
言
上
興
福
寺
進
官
領
内
本
領
主
沽
却
甲
乙
輩
間
、
買
主
并
作
人
等
寄
事
於
華
厳
会
、
鼾
申
両
寺
役
無
謂
子
細
事
、
(中
略
)
右
、
件
元
者
、
本
領
主
一
荘
度
辷
沽
却
之
問
、
買
主
等
及
数
十
人
、
而
致
三
町
余
者
、
已
前
令
沽
了
、
(中
略
)
、
而
本
領
主
一
荘
悉
売
畢
時
、
進
官
領
之
習
、
帰
本
体
之
坪
辷
随
彼
役
事
、
承
前
之
例
也
、
(下
略
)
　お
　
と
あ
り
、
本
領
主
の
領
掌
す
る
一
荘
を
数
十
人
の
買
主
に
沽
却
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
領
主
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
二
荘
園
は
、
こ
の
沙
汰
人
に
よ
る
か
ぎ
り
、
平
群
郡
福
田
荘
と
下
土
田
荘
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
両
荘
に
は
荘
役
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
荘
役
賦
課
は
本
領
主
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
申
状
の
記
載
か
ら
窺
え
る
。
広
大
な
所
領
・
荘
園
を
領
掌
す
る
本
領
主
で
あ
ろ
う
と
、
些
少
な
名
田
畠
を
所
有
す
る
本
領
主
で
あ
ろ
う
と
、
在
地
で
勢
力
保
持
に
欠
か
せ
な
い
所
領
所
有
の
存
否
は
、
本
領
主
に
と
っ
て
、
在
地
勢
力
の
拡
大
へ
の
足
掛
か
り
と
な
る
要
件
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
在
地
勢
力
の
足
掛
か
り
の
一
要
件
で
あ
る
「職
」
付
帯
・
表
示
の
有
無
の
本
領
主
層
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、
す
で
に
触
れ
た
名
主
職
付
帯
の
本
領
主
層
に
は
、
在
地
勢
力
へ
の
展
開
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
名
主
職
付
帯
と
の
か
か
わ
る
本
領
主
層
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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史
料
と
し
て
「
美
濃
大
井
荘
下
司
職
相
伝
系
図
」
が
あ
る
(鎌
倉
遺
文
二
六
ー
一
九
六
三
七
)
。
(1
)
鎌
倉
遺
文
二
i
一
〇
四
一
(12
)
鎌
倉
遺
文
二
ー
一
〇
四
六
(13
)
鎌
倉
遺
文
七
-
五
三
一
二
第
三
章
荘
園
公
領
で
の
「職
」
付
帯
の
本
領
主
に
み
る
在
地
領
主
へ
の
動
向
の
素
描
荘
園
公
領
に
お
い
て
、
本
領
主
層
が
「職
」
付
帯
に
至
る
前
提
に
は
、
本
領
主
層
の
所
領
1
そ
れ
も
荒
野
地
な
ど
の
開
発
に
と
も
な
っ
た
開
発
所
領
地
1
の
社
寺
権
門
な
ど
へ
の
寄
進
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
公
領
に
お
い
て
は
公
権
を
利
用
し
た
在
庁
官
人
(と
く
に
郡
司
・
郷
司
な
ど
)
に
よ
る
荒
廃
公
田
や
荒
野
地
公
田
な
ど
の
開
発
に
と
も
な
う
領
有
地
の
有
力
層
へ
の
寄
進
に
よ
っ
て
、
〈
官
僚
的
荘
官
〉
身
分
が
保
証
さ
れ
た
「職
」
付
帯
の
兼
帯
が
存
在
す
る
こ
と
も
提
示
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
建
永
二
(
一
二
〇
七
)
年
五
月
二
十
四
日
付
の
「大
隈
国
留
守
所
下
文
」
に
み
え
る
大
隈
郡
祢
寝
南
俣
に
お
け
る
藤
原
　よ
重
能
の
訴
論
停
止
に
と
も
な
っ
た
「以
本
領
主
清
重
法
師
、
令
領
掌
当
俣
地
頭
郡
司
職
」
と
い
う
文
言
、
時
期
が
ず
っ
と
下
る
が
、
元
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
九
一
一
九
二
亨
二
(
=
二
ニ
ニ
)
年
六
月
二
十
七
日
付
の
「円
覚
寺
領
尾
張
林
・
阿
賀
良
村
名
主
等
連
署
状
」
に
み
え
る
「当
村
、
為
春
日
部
郡
司
範
俊
開
発
内
之
条
、
無
異
儀
候
」
「於
当
村
者
、
為
別
相
伝
之
地
、
宴
源
・
浄
円
等
累
代
相
承
」
「
至
下
地
者
、
任
相
伝
之
道
理
、
永
可
す
　
令
知
行
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
在
庁
官
人
の
公
領
開
発
に
よ
っ
て
領
掌
し
た
所
領
寄
進
に
と
も
な
う
「職
」
付
帯
あ
る
い
は
開
発
所
領
の
相
伝
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
「職
」
付
帯
の
本
領
主
層
が
在
地
領
主
へ
と
展
開
し
て
い
く
動
向
を
考
え
る
以
前
に
、
荒
野
地
・
荒
廃
地
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
開
発
所
領
地
が
私
的
所
領
と
な
る
規
範
は
、
〈開
発
領
主
〉
〈根
本
領
主
〉
〈本
主
〉
と
呼
称
さ
れ
て
き
た
本
領
主
層
が
存
在
し
て
い
た
時
期
に
あ
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
期
的
に
は
、
本
領
主
層
が
出
現
し
は
じ
め
た
一
〇
八
〇
年
代
か
ら
ず
っ
と
下
る
が
、
永
仁
三
(
一
二
九
五
)
年
十
二
月
十
三
日
付
の
「道
明
等
連
署
充
文
案
」
と
同
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「笠
宗
真
・
朝
円
申
状
」
に
常
荒
地
開
発
に
と
も
な
う
規
範
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
連
署
充
文
案
を
み
る
と
、
福
井
荘
東
保
元
貞
名
常
不
作
事
、
年
々
耕
作
也
、
(中
略
)、
随
堪
令
開
発
之
、
可
全
年
貢
、
但
打
開
以
後
三
ヶ
年
者
、
所
当
米
等
不
可
弁
済
也
、
(下
略
)
　ヨ
　
と
あ
る
(傍
点
-
奥
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)
。
ま
た
、
同
申
状
に
み
え
る
名
主
笠
宗
真
と
僧
朝
円
の
言
上
に
は
、
右
、
常
荒
令
開
発
之
後
、
参
箇
年
之
間
、
不
可
有
所
当
、
其
後
成
本
田
、
可
備
公
平
之
由
、
充
文
如
此
、
(下
略
)
　き
と
あ
る
。
充
文
案
と
申
状
に
よ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
二
史
料
は
福
井
荘
東
保
内
の
名
田
の
常
不
作
お
よ
び
常
荒
田
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
　　
　
っ
て
、
開
発
後
三
ヶ
年
の
所
当
免
除
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
開
発
に
と
も
な
う
三
ヶ
年
間
の
賦
課
役
免
除
の
事
象
と
異
な
る
が
、
約
五
〇
年
ほ
ど
遡
っ
た
仁
治
二
(
一
二
四
一
)
年
四
月
二
十
四
日
付
の
「官
宣
旨
案
」
に
次
の
よ
う
な
gt�
載
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
両
名
主
職
者
、
為
譜
代
相
伝
開
発
領
主
、
敢
無
有
牢
籠
、
而
当
国
之
習
、
甲
乙
之
輩
以
相
伝
之
領
、
蒙
国
務
以
下
免
除
、
寄
進
諸
社
修
理
料
者
、
古
今
之
流
例
也
、
(中
略
)
、
奉
免
公
田
於
神
社
数
百
町
也
、
其
内
成
蓮
法
師
分
七
十
余
町
也
、
(中
略
)
、
俊
氏
領
重
枝
・
次
郎
丸
名
田
畠
三
十
余
町
、
任
国
例
、
進
有
限
勘
料
、
(中
略
)
、
俊
氏
者
御
両
名
開
発
以
降
十
代
之
領
主
也
、
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
尾
張
俊
氏
が
領
掌
す
る
重
枝
名
と
次
郎
丸
名
の
名
主
職
は
、
俊
氏
の
先
祖
か
ら
の
開
発
領
主
譜
代
相
伝
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
免
除
年
数
の
明
示
は
な
い
が
、
「国
務
以
下
免
除
」
を
こ
う
む
る
の
は
相
伝
所
領
で
あ
り
、
こ
の
相
伝
所
領
と
は
開
発
領
主
以
後
の
譜
代
(重
代
)
相
伝
領
掌
の
開
発
所
領
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
案
文
に
み
え
る
「
甲
乙
之
輩
以
相
伝
之
領
、
(中
略
)、
寄
進
諸
社
修
理
料
者
、
古
今
之
流
例
」
と
い
う
文
言
は
、
ず
っ
と
時
期
が
下
が
る
が
、
嘉
元
三
(
一
三
〇
五
)
年
四
月
日
付
の
「大
和
春
日
社
司
解
」
に
111I
載
さ
れ
て
い
る
「
当
社
之
習
、
以
甲
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
寄
進
之
領
、
令
勤
仕
長
日
神
供
以
下
神
事
之
条
、
古
今
之
流
例
也
」
と
い
う
文
言
に
み
え
る
甲
乙
人
は
寄
進
主
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
〈
甲
乙
人
〉
は
さ
き
の
官
宣
旨
案
の
「甲
乙
之
輩
」
の
こ
と
で
あ
り
、
複
数
の
譜
代
相
伝
開
発
領
主
(官
宣
旨
案
)
あ
る
い
は
本
主
(社
司
解
)
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
福
井
荘
東
保
内
の
常
荒
名
田
の
開
発
(再
開
発
と
い
う
べ
き
か
)
に
と
も
な
う
三
ヶ
年
間
の
賦
課
役
免
除
の
形
態
は
、
律
令
体
制
社
会
の
〈
墾
田
永
世
私
財
法
〉
に
お
け
る
開
墾
申
請
後
三
年
以
内
着
手
お
よ
び
開
墾
後
土
地
占
有
(私
有
化
)
　ユ
承
認
の
事
象
に
近
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
速
断
は
ひ
か
え
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
開
発
領
主
1
本
領
主
層
を
先
祖
に
持
ち
、
先
祖
開
発
所
領
を
相
伝
し
て
社
寺
権
門
な
ど
の
有
力
層
へ
寄
進
し
た
後
に
「職
」
補
任
さ
れ
て
、
旧
相
伝
所
領
i
荘
園
、
名
田
あ
る
い
は
郡
、
郷
、
保
、
村
落
な
ど
の
大
小
の
規
模
を
問
わ
ず
ー
の
管
理
・
運
営
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
開
発
ま
た
は
再
開
発
の
規
模
の
完
結
に
は
「職
」
付
帯
・
表
示
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
荒
野
地
・
荒
廃
地
な
ど
の
開
発
を
お
こ
な
っ
て
き
た
名
主
(名
主
職
付
帯
)
以
外
の
本
領
主
層
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
在
地
領
主
へ
と
進
展
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
九
三
一
九
四
言
い
換
え
る
と
、
本
領
主
層
の
多
く
は
、
預
所
職
・
下
司
職
・
公
文
職
・
地
頭
職
な
ど
と
い
う
「職
」
を
付
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寄
進
し
た
開
発
所
領
地
の
在
地
に
お
い
て
勢
力
を
保
有
し
た
在
地
領
主
へ
と
い
か
に
成
長
し
て
い
っ
た
か
、
否
か
を
次
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
荘
園
領
主
(社
寺
権
門
)
と
在
地
領
主
(郡
司
職
・
下
司
職
・
地
頭
職
な
ど
の
付
帯
者
)
と
の
間
で
の
係
争
に
つ
い
て
、
一
二
〇
〇
年
代
と
一
三
〇
〇
年
代
に
焦
点
を
絞
っ
て
若
干
窺
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
一
二
〇
〇
年
代
前
半
の
宝
治
元
(
一
二
四
七
)
年
十
月
二
十
九
日
付
の
「関
東
下
知
状
案
」
を
み
る
と
、
「勧
農
事
」
「検
断
事
」
「御
年
貢
六
石
由
事
」
な
ど
を
含
め
た
五
ヶ
条
に
対
す
る
幕
府
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
之
之
勧
農
事
、
本
自
不
及
地
頭
○
沙
汰
、
公
文
○
計
也
、
(中
略
)
、
早
停
止
地
頭
之
違
乱
、
斗
代
増
減
、
宜
為
保
司
之
進
止
矣
、
(中
略
)
之
之
先
地
頭
中
条
右
衛
門
尉
家
長
○
時
、
検
断
事
、
預
所
○
沙
汰
也
、
(中
略
)
、
当
地
頭
忠
清
者
、
一
向
所
致
沙
汰
也
云
々
者
、
如
状
者
、
預
所
進
止
之
由
、
雖
載
之
、
又
地
頭
不
相
交
之
旨
、
不
申
之
、
(下
略
)
　　
　
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
太
良
荘
雑
掌
と
地
頭
と
の
相
論
の
内
、
勧
農
と
検
断
の
条
文
を
み
る
か
ぎ
り
、
地
頭
若
狭
忠
清
側
の
違
乱
・
非
法
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
期
が
五
〇
年
ほ
ど
下
が
る
が
、
永
仁
三
(
一
二
九
五
)
年
五
月
七
日
付
の
「関
東
下
知
状
」
の
太
良
荘
雑
掌
と
地
頭
と
の
所
務
相
論
の
条
項
を
み
る
か
ぎ
り
、
勧
農
を
含
め
て
一
一
ヶ
条
に
及
ぶ
係
争
の
内
容
に
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
農
事
(中
略
※
「百
姓
名
為
六
名
田
事
」
「助
国
名
事
」
「七
段
参
百
歩
畠
地
事
」
の
11¢載
あ
り
)
依
地
頭
非
法
百
姓
等
難
安
堵
事
公
田
壱
町
事
(中
略
※
「末
武
名
事
」
「公
文
職
并
薬
師
堂
馬
上
免
田
畠
事
」
「本
百
姓
外
充
行
別
役
於
脇
在
家
事
」
の
記
載
あ
り
)
地
頭
佃
米
事
大
蒭
事　り
　
と
い
う
条
項
が
そ
れ
で
あ
り
、
勧
農
・
地
頭
非
法
・
大
蒭
の
三
ヶ
条
を
除
く
と
、
半
数
が
名
田
畠
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
き
の
三
ヶ
条
項
以
外
は
下
地
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
太
良
荘
の
場
合
、
宝
治
元
年
の
係
争
の
条
項
に
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
多
く
は
下
地
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
勧
農
や
検
断
の
条
項
の
係
争
か
ら
、
勧
農
・
名
田
畠
・
公
田
・
地
頭
佃
な
ど
を
含
む
下
地
の
条
項
の
係
争
へ
と
進
ん
で
き
た
状
況
に
よ
っ
て
、
在
地
領
主
が
下
地
に
視
点
を
当
て
た
展
開
を
み
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
太
良
荘
の
場
合
、
す
で
に
言
及
し
た
本
領
主
出
羽
房
雲
厳
と
若
狭
忠
清
一
族
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
る
も
の
か
、
否
か
は
、
現
段
階
で
は
明
確
に
し
が
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
=
二
〇
〇
年
代
に
は
、
薩
摩
国
嶋
津
荘
内
薩
摩
方
の
伊
作
荘
・
日
置
北
郷
雑
掌
と
地
頭
と
の
所
務
相
論
で
、
「下
地
中
分
以
下
和
与
」
の
条
項
が
、
正
中
二
(
=
二
二
五
)
年
十
月
七
日
付
の
「関
東
下
知
状
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
下
地
中
分
以
下
和
与
条
々
事
、
伊
作
荘
条
々
、
一
、
下
地
中
分
、
以
伊
作
倉
河
為
両
方
堺
、
互
可
令
一
円
進
止
事
、
(中
略
)、
一
、
領
家
年
貢
并
地
頭
用
米
・
同
加
徴
米
未
進
事
、
(中
略
)
、
相
互
雖
及
相
論
、
依
下
地
中
分
、
止
訴
訟
之
上
者
、
向
後
更
不
可
及
沙
汰
矣
、
一
、
当
年
田
畠
作
毛
以
下
事
、
右
、
作
毛
以
下
所
務
、
和
与
中
分
之
上
者
、
河
北
者
領
家
一
円
、
河
南
者
地
頭
一
円
知
行
、
(下
略
)
　ロ
　
と
あ
り
、
伊
作
荘
領
家
と
地
頭
大
隈
左
京
進
宗
久
と
の
問
で
下
地
中
分
の
和
与
を
履
行
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
り
わ
け
、
嶋
津
荘
北
郷
は
、
「先
祖
開
発
私
領
、
北
郷
弁
済
使
領
之
内
也
」
と
記
載
す
る
元
徳
二
(
一
三
三
〇
)
年
七
月
日
付
　ほ
　
の
「嶋
津
荘
雑
掌
承
信
申
状
」
に
よ
っ
て
、
先
祖
開
発
(領
主
)
の
弁
済
使
の
私
領
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
と
も
に
、
同
荘
北
郷
は
同
荘
内
日
置
北
郷
と
充
分
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
九
五
一
九
六
こ
の
よ
う
な
下
地
中
分
の
展
開
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
下
地
進
止
と
勧
農
時
夫
課
役
な
ど
を
含
ん
だ
所
務
相
論
は
備
後
国
大
田
荘
で
も
生
じ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
元
徳
三
(
=
二
一二
一
)
年
四
月
七
日
付
の
「関
東
下
知
状
」
に
み
え
る
備
後
国
大
田
荘
雑
掌
と
地
頭
と
の
年
貢
以
下
所
務
相
論
が
そ
れ
で
、
「当
郷
平
民
名
下
地
事
」
「所
避
進
領
家
方
平
民
名
地
頭
得
分
并
課
役
事
」
「星
小
守
別
作
事
」
「地
　お
　
頭
名
年
貢
事
」
「検
断
事
」
「当
郷
内
山
野
事
」
「文
永
二
年
以
後
地
頭
年
貢
未
進
事
」
と
い
う
条
項
に
及
ぶ
荘
園
領
主
高
野
山
と
地
頭
富
部
有
冬
と
の
係
争
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
例
示
し
た
荘
園
領
主
と
の
係
争
を
も
た
ら
し
た
在
地
領
主
化
し
た
地
頭
が
も
と
も
と
地
頭
で
あ
っ
た
の
か
、
否
か
は
判
断
し
が
た
い
が
、
次
の
史
料
か
ら
在
庁
官
人
も
、
荘
官
も
〈地
頭
〉
に
転
身
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
1K
徳
l
j
(
1
三
三
〇
)
年
十
一
月
日
付
の
「
谷
山
覚
信
代
教
信
申
状
」
の
「此
条
於
国
領
者
、
以
郡
司
号
地
頭
、
至
荘
園
者
、
以
下
司
称
地
頭
、
所
謂
セ
　
本
補
地
頭
是
也
」
と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
申
状
に
は
右
、
罫
郡
炬
訃
瑛
下
所
職
所
帯
等
各
、
冷
覚
僑
先
祖
開
発
簣
主
、
(中
略
)、
高
祖
父
豊
後
守
忠
久
拝
領
之
処
、
信
忠
舗
儲
為
忠
久
芳
志
令
知
行
之
条
、
忠
光
櫨
嬬
延
応
二
年
状
顕
然
也
、
(中
略
)、
忠
久
者
令
拝
領
惣
地
頭
職
之
間
、
令
取
段
別
五
升
加
徴
米
之
外
、
不
相
綺
下
地
者
也
、
(下
略
)
　ヨ
と
あ
り
、
覚
信
の
先
祖
が
開
発
領
主
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
惣
地
頭
職
を
付
帯
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
申
状
か
ら
は
覚
信
の
高
祖
父
忠
久
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「職
」
付
帯
を
と
も
な
う
地
位
を
得
た
も
の
か
は
明
確
で
な
い
。
そ
し
て
、
郡
司
か
ら
か
、
下
司
か
ら
転
身
し
た
「職
」
付
帯
の
惣
地
頭
と
し
て
、
一
三
〇
〇
年
代
に
い
た
っ
て
も
谷
山
覚
信
ら
の
下
地
掌
握
の
意
図
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
谷
山
覚
信
の
申
状
に
み
る
事
象
と
は
異
な
り
、
建
治
三
(
一
二
七
七
)
年
六
月
十
一
日
付
の
「関
東
下
知
状
案
」
と
弘
安
十
(
一
二
八
七
)
年
十
月
十
一
日
付
の
「関
東
下
知
状
」
か
ら
、
本
領
主
(地
頭
)
の
下
地
進
止
と
下
地
中
分
に
か
か
わ
る
係
争
が
窺
え
る
。
建
治
三
年
の
下
知
状
案
に
は
、
筑
前
国
宗
像
郡
朝
町
村
地
頭
代
の
教
円
の
申
し
語
り
に
よ
る
と
「地
頭
職
者
、
清
光
外
祖
父
上
野
介
資
信
嘉
禎
二
年
宛
給
之
以
来
、
令
進
止
下
地
畢
L
「至
寄
進
地
者
、
本
領
主
子
孫
可
令
領
知
歌
、
雖
為
新
補
地
頭
、
進
止
下
地
之
条
、
　　
　
不
可
有
異
議
、
次
於
下
地
者
、
地
頭
進
止
之
条
、
為
通
例
之
上
」
云
々
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
本
領
主
に
よ
る
寄
進
所
領
の
領
知
の
こ
と
、
地
頭
に
よ
る
下
地
進
止
の
こ
と
、
そ
し
て
下
地
の
地
頭
進
止
は
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
弘
安
十
年
の
下
知
状
に
は
、
加
賀
国
熊
坂
荘
は
「領
家
・
地
頭
両
職
共
関
東
進
止
也
、
為
中
分
地
之
問
、
以
領
家
職
、
去
弘
安
三
年
被
寄
進
東
福
寺
畢
」
「泰
俊
寄
事
於
福
田
荘
菅
生
社
下
司
職
、
濫
妨
所
務
」
「当
荘
者
、
為
開
発
之
地
、
下
屋
敷
於
荘
内
、
経
数
代
畢
」
　ヨ
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
熊
坂
荘
に
お
け
る
領
家
職
と
地
頭
職
は
関
東
(幕
府
)
の
進
止
に
よ
る
こ
と
、
下
地
中
分
に
よ
る
中
分
地
の
領
家
職
を
東
福
寺
に
寄
進
し
た
こ
と
、
そ
し
て
同
荘
は
も
と
も
と
開
発
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
、
村
落
あ
る
い
は
荘
園
に
お
い
て
本
来
の
開
発
地
の
領
有
者
で
あ
る
地
頭
と
被
寄
者
の
荘
園
領
主
(社
寺
権
門
)
と
の
問
で
〈下
地
進
止
〉
ま
た
は
〈下
地
中
分
〉
の
係
争
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
本
領
主
(開
発
領
主
)
で
あ
る
地
頭
職
付
帯
の
在
地
領
主
が
旧
開
発
所
領
に
対
し
て
下
地
進
止
や
下
地
中
分
に
よ
っ
て
、
旧
所
領
の
領
有
権
限
を
帰
属
さ
せ
て
い
っ
た
事
象
は
、
さ
き
に
例
示
し
た
二
ヶ
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
も
う
二
例
ほ
ど
を
掲
げ
て
、
本
領
主
が
開
発
(相
伝
)
所
領
の
寄
進
に
と
も
な
っ
て
「職
」
を
付
帯
し
て
以
後
、
在
地
領
主
と
し
て
下
地
(旧
開
発
所
領
)
の
奪
還
へ
展
開
し
て
い
く
事
態
の
例
証
と
し
た
い
。
ま
ず
、
正
安
元
(
一
二
九
九
)
年
七
月
二
十
八
日
付
の
「尊
正
契
約
状
」
に
み
え
る
「契
約
春
日
御
社
領
和
泉
国
中
村
新
荘
□
山
直
郷
内
領
主
職
事
」
「当
荘
者
、
本
領
主
聖
俊
令
寄
進
当
御
社
領
以
来
、
至
于
尊
正
相
承
之
次
第
」
「
所
奉
和
与
状
、
相
共
遂
一
荘
之
検
注
、
な
　
云
田
畠
在
家
、
云
荒
野
山
林
、
悉
可
令
中
分
領
掌
」
と
い
う
記
載
を
挙
げ
る
と
、
本
領
主
聖
俊
は
春
日
社
へ
寄
進
し
た
所
領
.
中
村
新
荘
山
直
郷
の
領
主
職
付
帯
と
な
り
、
尊
正
に
至
る
ま
で
相
承
し
て
き
た
こ
と
、
一
荘
の
検
注
を
遂
行
し
て
田
畠
在
家
、
荒
野
山
林
の
中
分
領
掌
を
行
使
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
二
例
目
の
史
料
は
、
嘉
暦
二
(
=
二
二
七
)
年
閏
九
月
十
日
付
の
「紀
州
和
佐
荘
雑
掌
道
覚
.
公
文
実
員
連
署
和
与
状
」
に
み
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
九
七
一
九
八
え
る
「次
下
地
以
下
所
務
事
、
於
当
荘
者
、
為
根
本
開
発
領
主
子
孫
、
代
代
拝
領
嘉
禄
・
貞
永
・
(中
略
)
・
正
応
・
正
安
・
元
応
関
東
御
下
文
.
六
波
羅
御
下
知
并
大
番
御
請
取
等
」
「以
和
与
之
儀
止
相
論
、
当
村
公
文
条
条
可
致
所
務
事
、
(中
略
)
、
被
定
置
之
上
者
、
　む
　
実
員
永
代
令
進
止
之
、
領
家
不
可
有
御
綺
者
也
」
と
い
う
記
載
で
あ
り
、
同
荘
雑
掌
と
公
文
と
の
相
論
は
年
貢
・
下
地
以
下
の
所
務
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「職
」
付
帯
の
本
領
主
層
は
〈下
地
進
止
〉
〈
下
地
中
分
〉
な
ど
に
よ
っ
て
、
在
地
の
荘
・
保
・
郷
・
村
な
ど
を
基
盤
に
在
地
勢
力
へ
と
展
開
し
て
い
く
動
向
は
い
く
つ
か
の
史
料
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
ま
た
、
開
発
所
領
を
領
掌
す
る
本
領
主
は
、
こ
の
所
領
を
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
地
で
の
荒
野
地
な
ど
を
開
発
す
る
功
力
(権
威
)
を
よ
り
一
層
の
権
威
・
勢
力
拡
大
と
保
持
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
在
地
権
威
・
勢
力
を
温
存
す
る
た
め
に
、
よ
り
権
威
の
あ
る
社
寺
権
門
へ
開
発
所
領
を
寄
進
す
る
こ
と
は
本
領
主
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
に
在
地
勢
力
へ
の
意
識
が
萌
芽
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
従
来
か
ら
論
及
さ
れ
て
き
た
社
寺
権
門
へ
の
在
地
有
力
層
に
よ
る
寄
進
行
為
に
対
す
る
理
解
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
在
地
有
力
層
と
は
〈開
発
領
主
〉
〈
根
本
領
主
〉
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
〈本
領
主
層
〉
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
本
領
主
層
が
在
地
領
主
勢
力
へ
と
展
開
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
の
「職
」
付
帯
の
本
領
主
層
が
、
〈下
地
進
止
〉
〈
下
地
中
分
〉
を
手
段
に
在
地
勢
力
の
伸
長
を
意
図
す
る
在
地
領
主
と
位
置
付
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
お
き
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
か
ら
名
主
職
付
帯
の
本
領
主
層
を
在
地
領
主
と
は
考
え
が
た
い
。
し
か
し
、
公
領
で
は
郡
司
.
郷
司
.
保
司
な
ど
の
官
人
、
荘
園
で
は
預
所
・
下
司
・
公
文
な
ど
の
荘
官
、
そ
し
て
地
頭
「職
」
を
付
帯
す
る
本
領
主
層
が
先
祖
の
開
発
所
領
の
寄
進
に
と
も
な
っ
て
在
地
領
主
へ
と
変
化
し
て
い
く
事
象
は
少
な
く
な
い
と
考
え
た
い
が
、
現
段
階
で
の
本
領
主
層
の
在
地
領
主
化
へ
の
検
討
に
よ
る
素
描
と
し
た
い
。
註(1
)
『鎌
倉
遺
文
』
第
三
巻
、
第
一
六
八
六
号
文
書
(以
下
同
様
に
、
鎌
倉
遺
文
三
-
一
六
八
六
と
い
う
よ
う
に
略
す
)
(2
)
鎌
倉
遺
文
三
六
-
二
八
〇
七
五
(3
)
鎌
倉
遺
文
二
五
-
一
八
九
四
三
(4
)
鎌
倉
遺
文
二
五
-
一
八
九
四
四
(5
)
荒
野
の
開
発
後
三
年
間
の
所
当
免
除
以
外
に
五
年
間
所
当
免
除
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
元
亨
四
(
=
二
二
四
)
年
三
月
日
付
の
「尾
張
長
岡
荘
預
所
充
行
状
」
(名
主
職
補
任
)
を
み
る
と
、
以
開
発
□
輩
、
各
辷
永
代
所
補
任
也
、
(中
略
)、
自
当
年
至
于
五
ヶ
年
、
彼
荒
野
有
限
年
貢
一
円
所
免
也
、
(下
略
)
と
あ
り
、
荒
野
開
発
へ
の
年
貢
免
除
は
五
年
で
あ
っ
た
(鎌
倉
遺
文
三
七
-
二
八
七
一
〇
)
。
(6
)
鎌
倉
遺
文
八
1
五
八
〇
八
(
7
)
鎌
倉
遺
文
二
九
-
二
二
一
九
三
(
8
)
『類
聚
三
代
格
』
後
編
(鞴
嗣
国
史
大
系
所
収
)
(
9
)
鎌
倉
遺
文
九
i
六
八
九
三
(10
)
鎌
倉
遺
文
二
四
-
一
八
八
二
七
(1
)
鎌
倉
遺
文
三
八
-
二
九
二
一
八
(12
)
鎌
倉
遺
文
四
〇
1
三
1
1
六
六
(13
)
鎌
倉
遺
文
四
〇
1
三
一
四
〇
六
(14
)
(
15
)
鎌
倉
遺
文
四
〇
1
三
一
二
八
九
(16
)
鎌
倉
遺
文
一
七
-
一
二
八
五
四
(17
)
鎌
倉
遺
文
二
一
-
一
六
三
六
〇
(18
)
鎌
倉
遺
文
二
六
-
二
〇
一
七
五
(19
)
鎌
倉
遺
文
三
八
-
二
九
九
九
五
結
び
に
か
え
て
今
後
の
課
題
に
よ
せ
て
本
領
主
す
な
わ
ち
開
発
領
主
・
根
本
領
主
・
本
主
に
は
、
郡
司
・
郷
司
・
保
司
・
預
所
・
下
司
・
公
文
・
地
頭
な
ど
の
「職
」
付
帯
を
と
も
な
っ
た
官
人
お
よ
び
荘
官
な
ど
を
含
む
と
と
も
に
、
「職
」
付
帯
の
名
主
が
存
在
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
名
主
職
付
帯
の
本
領
主
に
中
に
は
広
大
な
土
地
を
領
有
す
る
も
の
が
あ
り
、
.単
に
名
主
職
付
帯
の
本
領
主
と
の
み
認
識
す
る
に
は
問
題
を
生
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
百
姓
名
の
範
疇
で
〈名
主
〉
お
よ
び
〈
名
主
職
付
帯
〉
を
捉
え
る
の
み
で
は
、
数
十
町
の
所
有
地
を
領
掌
す
る
〈名
主
〉
〈名
主
職
付
帯
〉
の
実
態
把
握
に
至
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
名
主
職
付
帯
の
本
領
主
層
が
在
地
領
主
へ
と
展
開
し
て
い
く
事
象
は
、
多
く
の
本
領
主
に
関
す
る
史
料
か
ら
検
出
し
が
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
一
九
九
二
〇
〇
た
い
。
し
か
し
、
郡
司
を
含
め
て
、
下
司
・
公
文
・
地
頭
な
ど
は
、
「職
」
付
帯
の
本
領
主
と
し
て
在
地
で
勢
力
を
温
存
し
続
け
て
在
地
領
主
へ
と
展
開
し
て
い
く
事
象
を
見
出
し
得
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
司
職
・
公
文
職
・
地
頭
職
の
「職
」
付
帯
の
本
領
主
は
、
在
地
で
荒
野
地
開
発
を
遂
行
し
た
事
態
か
ら
よ
り
強
力
な
権
威
確
保
と
在
地
勢
力
へ
と
進
展
し
て
い
き
、
開
発
所
領
の
荘
園
領
主
へ
の
寄
進
後
、
そ
の
所
領
の
管
理
・
運
営
の
権
限
掌
握
の
み
で
な
く
、
寄
進
し
た
所
領
の
下
地
進
止
権
お
よ
び
下
地
中
分
の
遂
行
で
分
割
地
の
下
地
掌
握
を
意
図
的
に
促
進
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
領
主
は
在
地
勢
力
の
伸
長
を
は
か
り
、
在
地
領
主
へ
と
展
開
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
本
領
主
関
係
の
史
料
を
も
と
に
提
示
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
「職
」
付
帯
の
本
領
主
層
の
存
在
形
態
は
、
石
母
田
正
氏
が
論
究
し
て
き
た
在
地
領
主
の
類
型
の
内
、
田
堵
・
名
主
的
地
主
層
を
除
い
て
、
「鎌
倉
時
代
の
郷
保
・
村
落
に
お
か
れ
た
地
頭
級
の
領
主
」
「広
大
な
地
域
を
支
配
す
る
階
層
で
、
(
中
略
)
、
律
令
制
官
僚
の
囲
込
み
に
よ
っ
て
広
大
な
所
領
を
占
拠
し
た
豪
族
で
、
巨
大
な
私
営
田
領
主
は
そ
の
典
型
で
な
も
の
で
あ
る
。
(中
略
)
、
こ
の
階
層
　ユ
　
は
、
適
切
で
は
な
い
が
、
豪
族
的
領
主
と
呼
ん
で
第
二
の
領
主
層
か
ら
区
別
し
た
い
」
と
言
及
し
、
領
主
階
級
と
し
て
地
頭
領
主
と
豪
族
的
領
主
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
石
母
田
氏
が
提
示
し
た
「領
主
」
の
概
念
は
、
史
料
上
で
表
示
さ
れ
て
い
る
「領
主
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「本
領
主
」
で
あ
る
も
の
か
は
明
確
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
石
母
田
氏
の
領
主
階
級
在
地
領
主
を
表
現
し
た
階
級
で
あ
ろ
う
の
範
躊
に
は
「
領
主
」
「領
主
職
」
は
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
石
母
田
氏
の
在
地
領
主
論
に
は
数
多
く
の
「本
領
主
」
の
存
在
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
　　
　
石
母
田
氏
が
提
示
す
る
藤
原
実
遠
は
〈開
発
領
主
〉
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
が
、
石
母
田
氏
に
は
数
多
く
の
〈
開
発
領
主
1
本
領
主
〉
に
対
す
る
視
点
は
な
か
つ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
戸
田
芳
実
氏
は
「開
発
領
主
」
が
中
世
で
の
在
地
領
主
を
担
う
階
層
と
想
定
し
、
『沙
汰
未
練
書
』
の
「御
家
人
ト
ハ
、
往
昔
以
来
、
為
開
発
領
主
L
「本
領
ト
ハ
、
為
開
発
領
主
」
と
い
う
文
言
を
重
視
し
て
い
る
が
、
多
数
の
史
料
に
現
わ
れ
る
「本
領
主
1
開
発
領
主
1
根
本
領
主
」
の
存
在
に
注
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
御
家
人
凵
開
発
領
主
と
表
現
す
る
史
料
も
ほ
と
ん
ど
抽
出
し
が
た
い
事
態
は
、
『沙
汰
未
練
書
』
の
記
述
と
史
料
の
記
載
と
の
比
較
検
討
の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
荒
野
・
荒
地
の
開
発
主
体
で
あ
る
本
領
主
層
(
1
開
発
領
主
1
根
本
領
主
1
本
主
)
を
基
軸
に
し
て
、
そ
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
展
開
し
て
い
く
本
領
主
層
の
存
在
と
動
向
を
素
描
し
て
き
た
が
、
さ
き
の
一
二
一の
課
題
が
本
領
主
層
と
の
関
連
の
中
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
て
結
び
に
か
え
た
い
。
註(1
)
石
母
田
正
「領
主
制
の
区
分
と
構
造
に
つ
い
て
」
(『古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
所
収
)
(2
)
石
母
田
正
「藤
原
実
遠
」
(『中
世
的
世
界
の
形
成
』
所
収
)
(3
)
戸
田
芳
実
「在
地
領
主
制
の
形
成
過
程
」
(『日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
所
収
)
戸
田
氏
の
ほ
か
に
、
黒
田
俊
雄
氏
も
『沙
汰
未
練
書
』
の
「本
領
主
」
の
項
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
論
旨
を
割
愛
す
る
(「荘
園
制
の
基
本
的
性
格
と
領
主
制
」
〔『日
本
中
世
封
建
制
論
』
所
収
〕
)
補
註
-
石
母
田
氏
の
言
及
す
る
「藤
原
実
遠
」
は
建
久
九
(
一
一
九
八
)
年
三
月
十
五
日
付
の
「東
大
寺
領
文
書
目
録
」
に
「
一
通
梁
瀬
本
領
主
実
遠
請
文
」
「
一
通
同
荘
本
領
主
信
良
渡
文
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
(『鎌
倉
遺
文
』
第
二
巻
、
第
九
七
〇
号
文
書
)
。
本
領
主
の
用
語
以
外
に
出
作
領
主
と
い
う
用
語
も
実
遠
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
略
す
。
荒
野
・
荒
地
開
発
主
体
の
本
領
主
層
の
諸
相
と
在
地
領
主
へ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
二
〇
一

